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　関東地方における微小地震観測点の分布と座標を第 1 図および第 1 表に示す。このうち伊豆

大島観測点（ OSI ）は相模湾，伊豆大島付近の微小地震活動調査のため 1980 年 10 月 21 日よ

り臨時観測点として設置したものであり，地震波信号は箒木山中継で地震予知観測室へ無線搬

送されている。1980 年 4 月 1 日より名古屋大学理学部地震予知観測地域センターと地震波形

データ（ 8CH ）のリアルタイム交換が開始されたが，今回の震源決定にはそれらのデータを用

いていない。1980 年 11 月～ 1981 年 4 月の期間の微小地震の分布を震源の深さ h が 0 � h ＜

30km および 30 � h<100km の地震については 2 ケ月ごとにまとめた分布図（ 第 2 ～ 7 図 ），

h � 100km の地震については全期間をまとめたもの（ 第 8 図 ）を示した。なお M � 4.0 の地

震（ 第 2 表 ）を震央分布図上で丸印をもって示した。また第 9，10 図に 1980 年 9 月～ 1981

年 4 月の震央分布図およびその EW 垂直断面図を示す。

Ⅰ ）1980 年 11 ～ 12 月の地震活動（ 第 2，3 図 ）

　第 2，3 図に０� h<30 ㎞および 30 � h<100 ㎞の地震の震央分布図を示す。千葉県中部で

は 1980 年 9 月 25 日に発生した M6.1 の地震の余震活動が続いていて 11 月に 38 ケ，12 月に

20 ケの余震と思われる地震の震源が決定された。11 月 16 日，09h35m の茨城県南西部の地震

（ M ＝ 4.1 ）は 11 月 25 日にいたるまで余震活動を伴った。また千葉県東岸の地震（ 11 月 12

日 08h37m 59.50s，35.°4N，140°. 5E，M=3.9，h ＝ 58km ）は 11 月 28 日頃まで余震活動が続

いた。震源の決められた余震の数は 11 ケである。

Ⅱ ）1981 年 1 ～ 2 月の地震活動（ 第 4，5，8，9，10 図 ）

　第 4，5 図に０� h<30km および 30 � h<100 ㎞の地震の震央分布図を示す。千葉県北部で

1 月 22 日 4h17m M ＝ 4.1，h ＝ 72km の地震を含む群発地震活動が認められた。なお第 11，

12 図に示す新潟県東頸城丘陵南西端付近（ 37.°2N，138.°7E ）に M ＝ 4.5，h ＝ 4.3km の地震

が発生し第 13 図に示すような余震活動が観測された。この地震の震央が活摺曲地域に位置し

ていることが注目される。
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Ⅲ ）1981 年 3 ～ 4 月の地震活動（ 第 6，7，11，14，15，16，17 図 ）

　第 6，7 図に 0 � h ＜ 30km および 30 � h<100 ㎞の地震の震央分布図を示す。3 月 2 日か

ら 9 日にかけて房総半島南東岸（ 第 11，14 図 ）に群発地震が発生し第 14 図に示すように M

の比較的大きい地震 3 ケについて震源が決定された。その他の地震については地震は決定され

なかったが，清澄（ KYS ）において第 15 図に示すように S － P が約 3.4sec の地震波が観測

された。これらは M が 1.3 程度の地震である。

　4 月 3 ～ 7 日にかけて房総半島はるか沖に群発地震活動が発生した（ 第 16 図 ）。その最大

地震は M=4.5 である。4 月 14 日 9h09m57.77s に山梨，神奈川県境（ 山中湖，三国峠付近 ）（ 第

11 図 ）に M=4.6，h ＝ 16.7km の地震が発生し余震活動は 4 月 18 日頃まで続いた。その震央

分布を第 17 図に示す。

Ⅳ ）1981 年 5 月以降の伊豆半島，相模湾，伊豆大島周辺地域の顕著な地震活動

　第 3 表に地震のリスト，第 18 図にその分布図を示す。とくに注目すべきは第 3 表で＊印を

つけた 5 月 4 日～ 5 日に真鶴岬沖で発生した群発地震である。この群発地震で震源が決定され

たものは 10 ケであった。これらの地震の群発活動の期間が短いにもかかわらず M の値が比較

的大きくしかもその値の差が小さいことが注目される。その後さらに 6 月 7 日～ 10 日にかけ

て伊豆大島の南約 15 ㎞で群発地震が発生した。最大地震の M は 4.4 と推定される。またその

後伊豆大島と伊豆半島の間の海域に 6 月８日 05h31m M=2.5 の地震が発生した。これらの地

震のリストを第 4 表に示しその震央分布を第 19 図に示す。
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第 1 表　震央分布図（ 第 2 ～ 10 図 ）の地震数（ 20 まで ）の表示方式と観測点座標

Table 1　�Symbols indicating the number of earthquakes in the maps of epicenter distribution (Figs. 2 ～ 10)  
and the coordinates of seismographic stations.
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第 2 表　�関東地方における M � 4.0 の地震のリスト（ 1980 年 11 月～ 1981 年 4 月，第 2 ～ 7
図参照 ）。

第 3 表　�1981 年 5 月の伊豆半島および相模湾周辺における地震活動（ 第 18 図参照 ）。＊印
を付した地震は真鶴岬沖の群発地震（ 5 月 4 日～ 5 日 ）。

Table 3　� List of earthquakes in May, 1981 in and around the Izu Peninsula and Sagami Bay (see Fig. 18).

Table 2　�List of earthquakes in the Kanto district with magnitude M� 4.0 from November,1980 to 
April,1981 (see Figs.2～7). Earthquakes associated with the swarm activity off Manazuru Point (May 
4 ～ 5 1981) are listed with asterisk.
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第 4 表　1981 年 6 月上旬の伊豆大島周辺における地震活動（ 第 19 図参照 ）
Table 4　�List of earthquakes early in June, 1981 near Izuoshima Island (see Fig. 19). 

Restrained focal depths are indicated with a letter R.

第 1 図　関東地方における微小地震観測点（ 地震研究所 ）の分布
Fig. 1　Distribution of the stations of ERI for microearthquake observations in the Kanto district.
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第 2 図　関東地方の震央分布（ 1980 年 11 月，12 月；震源の深さ，0 � h<30km ）
Fig. 2　Epicenter distribution in the Kanto district (November - December, 1980; focal depth, 0 �h <30 km).

第 3 図　関東地方の震央分布（ 1980 年 11 月，12 月；震源の深さ，30 � h<100 ㎞ ）
Fig. 3　Epicenter distribution in the Kanto district (November-December, 1980; focal depth, 30 �h < 100 km).
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第 4 図　関東地方の震央分布（ 1981 年 1 月，2 月；震源の深さ，0 � h<30km ）

Fig. 4　Epicenter distribution in the Kanto district (January-February, 1981; focal depth, 0 �h < 30 km).

第 5 図　関東地方の震央分布（ 1981 年 1 月，2 月；震源の深さ，30 � h<100 ㎞ ）

Fig. 5　Epicenter distribution in the Kanto district (January-February, 1981; focal depth, 30 �h < 100 km).
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第 6 図　関東地方の震央分布（ 1981 年 3 月，4 月；震源の深さ，0 � h<30km ）
Fig. 6　Epicenter distribution in the Kanto district (March-April, 1981; focal depth, 0 �h < 30 km).

第 7 図　関東地方の震央分布（ 1981 年 3 月，4 月；震源の深さ，30 � h ＜ 100km ）

Fig. 7　Epicenter distribution in the Kanto district (March -April, 1981; focal depth, 30�h < 100 km).
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第 8 図　関東地方の震央分布（ 1980 年 11 月～ 1981 年 4 月；震源の深さ，100km � h ）

Fig. 8　Epicenter distribution in the Kanto district (November, 1980 - April, 1981; focal depth, 100 km �h).

第 9 図　関東地方の震央分布（ 1980 年 9 月～ 1981 年 4 月；震源の深さ，0 � h ＜ 300 ㎞ ）
Fig. 9　Epicenter distribution in the Kanto district (September, 1980 - April, 1981; focal depth, 0 �h < 300 km).
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第 10 図　関東地方の震源分布の東西垂直断面（ 1980 年 9 月～ 1981 年 4 月 ）
Fig. 10 �Focal-depth distribution of earthquakes projected on the vertical cross section in the E-W direction 

(September, 1980 - April, 1981).

第 11 図　�顕著な本震－余震活動または群発地震活動の位置と活動期間（ 第 12 － 18 図およ
び第 2 － 4 表参照 ）。

Fig. 11　�Locations indicated by cross and durations of the remarkable main shock-aftershock shocks and 
earthquake swarms (see Figs. 12-18 and Tables 2- 4).
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第 12 図　�1981 年 2 月 6 日 23 時 34 分に新潟県南部に発生した地震（ M=4.5，震源の深さ h
＝ 4.3km ）の震央

Fig. 12 　�Epicenter of the earthquake in the southern part of Niigata Prefecture, February 6, 1981 (M = 4.5, 
focal depth h = 4.3 km).

第 13 図　�1981 年 2 月 6 日新潟県南部に発生した地震（ M=4.5 ）の関谷（ SEK ）における
余震回数（ 1 時間ごと ）の時間的変化

Fig. 13　�Hourly number of aftershocks for the earthquake in the southern part of Niigata Prefecture, 
February 6, 1981.
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第 14 図　�房総半島南東岸の群発地震の震央域（ 点線でかこんだ地域 ）。
K；清澄，T；鶴舞観測点

Fig. 14　�Epicentral area of the swarm activity in the south-east coast of the Boso Peninsula (enclosed by 
dashed line).  K: Kiyosumi, T: Tsurumai.

第 15 図　�房総半島南東岸の群発地震（ 1981 年 3 月 2 日～ 9 日 ）の清澄（ KYS ）における
記録例

Fig. 15　�Strip chart records of the earthquake swarm in the south-east coast of  the Boso Peninsula (March 
2-9, 1981) observed at KYS (Kiyosumi) Station. 
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第 16 図　�房総半島はるか沖の群発地震活動
　　　　（ 1981 年 4 月 3 日～ 7 日，最大規模の地震；4 月 4 日 22h23m，M ＝ 4.5 ）

Fig. 16　�Earthquake swarm far off the Boso Peninsula (April 3-7,1981. The largest earthquake: April 4, 
22 h 23 m, M = 4.5).

第 17 図　�山梨－神奈川県境（ 山中湖，三国峠付近 ）に発生した地震（ 1981 年 4 月 14 日
19h09m，M ＝ 4.6 ）とその余震分布

Fig. 17　�Epicenters of the earthquake in the area bordering Yamanashi and Kanagawa Prefecture (April 
14, 1981,19 h 09 m, M = 4.6) and accompanying aftershocks.
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第 18 図　1981 年 5 月の伊豆半島および相模湾周辺における顕著な地震活動（ 第 3 表参照 ）
Fig. 18　�Remarkable seismic activities in May, 1981 in and around the Izu Peninsula and Sagami Bay 

(see Table 3).

第 19 図　1981 年 6 月上旬の伊豆大島周辺における顕著な地震活動（ 第 4 表参照 ）
Fig. 19　Remarkable seismic activities early in June, 1981 near Izuoshima Island (see Table 4).
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